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論文要旨

群馬県には多くの横穴式石室が構築されている。巨石を用いて構築された八幡観音塚古墳の石室や角閃石安山岩を加

工した綿貫観音山古墳の石室など、技術的にも高度な横穴式石室が構築されている。横穴式石室の研究は、尾崎喜左雄

氏の研究以来、主に平面プランや尺度論、石室の積み方などの可視的な研究を中心に研究が進められてきている。その

一方で、開発に伴い壊滅してしまった古墳が増加の一途を辿っている中、なかなか石室の構造的な研究は進展していな

いのが現状である。そこで、今回は石室の不可視的な部分を取り扱うことにする。特に、横穴式石室を分解しないと得

られない情報である石室構築法に着目し、石室の基礎となる部分の構造的な分析を行う。石室構築法は、主に堀り方構

造と控え積み構造の二つの技術に大別できる。また、この技術は、両立可能な技術であることから、石室構築法は堀り

方構造と控え積み構造の複合形態である複合構造の 3つに細分が可能である。これらの構築法の相違は、古墳群の分析

から地域差ではなくて、技術的な系譜差であることが分かる。
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1.はじめに

筆者は以前横穴式石室構築集団の復元を試みたことが

ある！）。 そこでは、横穴式石室構築集団は前代の墓制で

ある竪穴式石榔の技術を応用し、横穴式石室を構築して

いることを指摘した。その前提として、この技術者集団

は石室のみを構築するのではなく、墳丘を含めたトータ

ルな古墳を構築する集団であることを想定して論を展開

した。それは、横穴式石室において、埋葬施設の構築と

墳丘盛土は有機的な関連をしている点2)が根拠として挙

げられる。横穴式石室は、盛土と石積みを同時に行うこ

とが主流であり、これらの諸要素が個別の集団により分

割構築されていると考えるよりも、同一の古墳構築集団

を想定した方が妥当と考えたからである。そのことは、

石室の裏込めと墳丘の茸石が連続して構築されている古

墳の事例からも窺える3)。しかし、青木敬氏により、その

想定は間違いではないかという指摘を受けた4)。そこで、

青木氏からうけた批判を真摯に受け止め、再度石室の堀

り方に注目し、再検討を試みることとする。

2・研究小史

まず、青木氏から指摘を受けた鹿田氏の論文から見て

いく 。鹿田氏は、群馬県伊勢崎市蟹沼東古墳群を周堀・

前庭•石室構築法・主体部・石室開口部と玄室床面の比

高などの視点から総合的に分析し、墳丘規模が20m前後

で石室構築手法に違いがあることを指摘している。20m

級の古墳は石室構築時に地山を整地して石室根石を設置

しており、 10m級の古墳は竪穴 （堀り形）を掘削して根

石を設置している。鹿田氏は、この堀りこみ技法につい

て、「墳丘の縮小化の流れの中で古墳構築の簡略化の一

っとして竪穴を掘る」ことになったとし、 20m級の古墳

に竪穴を掘削して根石を設置する技法が取り入れられて

いったとしている 5)。はたして、そうなのだろうか。鹿田

氏の絹年表（表 1)をみると、埋葬施設の形状がわかる

最古の古墳は無袖型横穴式石室の32号墳であり、その構

築手法は、竪穴を掘削して墳丘を構築している。 32号墳

は、石室掘りかたと壁石との間隔が狭い点、裏込めに粘

土を使用している点、石室開口部にむけて急傾斜で降り

こむ構造の点などから古式の様相を呈している。この古

墳と同時期のものとして、隣接する地蔵山古墳群の漏

8号墳を挙げている。鹿田氏は、この古墳は「小型古

墳に横穴式石室が導入された最初の段階のもので、竪穴

式石室的な造り方をし、降りこんで埋葬しようとする意

識の現れである。」6)としている。このことから、鹿田氏

は、初期の横穴式石室の構造は竪穴式石室から移行して

いくことを意識し、その技術も同様に移行することを想

定しているものと思われる。その地蔵山古墳群を調査し

た松村氏は、竪穴式石榔から横穴式石室に移行する時期

の古墳の技術的共通点を見いだしている。松村氏は、漏
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五目牛20号墳の「壁外側と堀りかた間の裏込めは割れ石、

砂礫と交互につめこみ粘土をもってかためる。この裏込

め手法は調査古墳中古い時期と推測できる竪穴式石室及

び横穴式石榔の裏込め手法に共通する。」”とし、竪穴式

石榔と初期の横穴式石室の技術的な共通性に着目してお

り、関連性があることを指摘している。桜場一寿氏は、

石室「ほり方」を立地 ・プラン ・法面から形態分類を行

い、堀り方の変遷について述べている。桜場氏は、羽黒

台2号墳や中ノ峯古墳の事例分析から、堀り方を用いて

石室を構築する方法は、 6世紀前半の大型前方後円墳に

横穴式石室が採用された時期からさほど間を空けずに採

用されたことを指摘している8)。その後、桜場一寿氏は、

群馬県内の竪穴式小石室の分析を行い、横穴式石室の堀

り方を用いて構築する技術は、竪穴式小石室からの技術

的な変遷を想定している 9)。竪穴式小石室と無袖型横穴

式石室の関係は、同様に堀り方を用いて構築することか

ら、竪穴式小石室を埋葬部とし、これに通路を付設した

ものが無袖型横穴式石室と発展したと考えている10)。「袖

無型横穴式石室をもつ比較的古い段階の群集墳は、その

構築に当たっては堀り方内に設置されるものが多く、埋

葬部幅や構築方法などから竪穴式小石室の技術を踏襲し

たもの」としている 11)。その後、右島和夫氏は、近隣で

展開している横穴式石室の築造過程を見聞した経験や横

穴式石室に関する知識があれば、横穴式石室は「従来の

竪穴式小石榔の技術的延長上で実現は可能」 12)だったと

考え、掘り方を穿って石室を構築する手法は、竪穴式小

石榔から群集墳の袖無型石室が継承しているとする。そ

の一方で、掘り方を持たないで旧地表面上に石室を構築

する技術は、初現期横穴式石室の技術的影響から派生し

たと推測している。以上から、右島氏は、横穴式石室に

2つの技術的な系譜を想定し、この二つの技術差は地域
差であるとしている 13)。桜場氏も右島氏と同様に、横穴

式石室に2つの技術的な系譜が存在することを指摘して

いる。この二つの差について桜場氏は、両者を受容する

側の階層差であることを想定している。拙稿では筆者は、

堀り方を使用しない構築技術と堀り方を使用する技術の

差は、時期差と考えた。確かに、この技術的な差は、右

島氏の指摘する通り地域的な偏りが存在する。しかし、

近年大型の初現期横穴式石室である前二子塚古墳の石室

の裏込め状態が控え積みであることが確認されている 14)0 

また、大型の初現期横穴式石室である簗瀬二子塚古墳の

玄室は、旧表土面上に構築されており 15)、王山古墳や正

円寺古墳も前二子塚古墳と同様に、旧地表面より 一段高

く盛り上げた基段上に構築されていることが確認されて

いる16)。このことから、大型の初現期横穴式石室は、旧

地表面に堀り方を構築して石室を構築するのではなく、

控え積みを用いて構築したことが分かってきている。右

島氏の指摘する通り、この技術差は地域差なのだろうか。
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700年（時期不明 52号墳）

表1 鹿田論文編年表（鹿田1992より転載、 一部改変）

以下、この石室構築法に着目し、具体的な事例について

見ていく 17)0 

石室構築法は、主に堀り方構造と控え積み構造の二つの

技術に大別できる。また、この技術は、両立可能な技術

であることから、石室構築法は 3つに細分できる。

3 •分析視座

(1)石室構築法の類型化

I類型・・・堀り方を用いて石室を構築する（堀り方

構造）
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II類型………控え積みを用いて石室を構築する（控え

積み構造）

III類型………堀り方十控え積みの両方の技術を組み合

わせて石室を構築する（複合構造）

堀り方構造とは、旧地表面を整地して、逆台形乃至長

方形の竪穴を掘り、その底面に根石を置く方法のことを

指す（図 l）。この構造的利点としては、竪穴の壁部分が

石室石材の補強になることが挙げられる。この堀り方の

技術は、前代の竪穴式石榔から継承されている技術であ

り、横穴式石室にも応用されていることが分かってきて

いる。I類型の古墳 ・古墳群としては、地蔵山古墳群、

根岸山古墳群、蟹沼東古墳群、多田山古墳群、清里 • 長

久保古墳群、荒砥二之堰古墳群、下触牛触古墳群、波志

江今宮古墳群、上植木光仙房遺跡古墳群、書上上原之城

遺跡古墳群、西長岡南遺跡古墳群、中ノ峯古墳、金山古

墳群、榛東村31号墳、榛東村39号墳、旧荒砥村245号墳、

小二子古墳、半田南原遺跡古墳群、松本23号古墳、など

が挙げられる。右島氏が指摘する通り、分布的には赤城

山南麓の位置する古墳が多い。特に、その分布の広がり

が、渋川市などの北毛地域にも広がる点が輿味深い。ま

た、前代の墓制技術を継承していることから、竪穴式石

榔から継続して横穴式石室を構築している古墳群が多い

のが特徴と言える。

控え積み構造とは、旧地表面上に石室根石を設置し、

壁石の外周に壁石を補助するための施設を構築する方法

のことを指す（図 2)。構築順序は、まず旧地表面を整地

して地形を行い、その上に壁石を設置していく。地形に

は2種類あり、石室構築範囲に礫を敷き詰めるAタイプ

（図2-1) と、壁石設置後に礫を敷<Bタイプがある。

この技術は、床構造とも関連する問題であるが、控え

積み構造の特徴とも言える。次に、奥原古墳群を見てみ

ると、控え積み構造には、 2種類のタイプがあることが

分かる。石室外周に石組みを構築するタイプ（控え積み

タイプ）と石室を裏込めで被覆するタイプ（被覆タイプ）

（図 2-4.5)18)である。控え積みタイプは、壁石と石

組みとの間に裏込めを行う （図2-3）。この裏込めと

石組みが同じ石材の場合、被覆か石組みか判断が困難で

ある場合がある19)。特に、裏込めが礫のみの場合、石組

みが裏込めの礫群と一体化しており、平面図や断面図の

みでは判断が難しいケースもある。特に、墳丘を礫で構

築する積石塚古墳の場合は、判別が難しい20)。本稿では

同じ控え積み構造として扱うが、被覆と記載してあるも

のは被覆タイプ、控え積みと記載してあるものは控え積

みタイプに細分可能であることを指摘しておく 。II類型

の古墳 ・古墳群としては、 El9美九里65号墳、芝宮古墳

群、横瀬古墳群、大国塚2号墳、上田篠古墳群、石原稲

荷山古墳、綿貰観音山古墳、稲荷山古墳、田篠古墳群、
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丸子山古墳、空沢遺跡古墳群、生品西浦遺跡古墳群、秋

葉古墳群などが挙げられる。分布について見てみると、

横瀬古墳群、芝宮古墳群、大国塚2号墳、上田篠古墳群

など富岡市に集中する傾向にある。基本的には、この地

域は控え積み文化圏と言える。この地域は、前代からの

墓制である竪穴式石榔や士渡墓がほとんどない地域であ

り、このことからも前代の墓制技術を継承する土台がな

かったためと思われる。また、西毛地域にも分布が集中

する傾向にある。一部渋川市や沼田市などの北毛地域に

も広がりを見せている。北毛地域は、前代の竪穴式石榔

から墓域を継続・継承しているのにも係わらず、新しい

技術である控え積み構造で石室を構築する古墳群も並存

する点ぱ注目される。

複合構造とは、堀り方に控え積みを組み合わせた石室

を構築する方法のことを指す（図3)。複合構造の控え積

みは、堀り方内に構築するタイプ （図3-1~ 3、7)

と、裏込め後に堀り方より上側に寄りかかるように構築

するタイプ（図 3-4 • 8 ) がある 。 複合構造の堀り方

は、あまり深く掘らない堀り方であるのが特徴である。

少林山台古墳群、吉沢古墳群、神保下條古墳群、奈良古

墳群、朝日塚古墳が挙げられる。本来堀り方は、裏込め

の背後から補強する役目を担っているが、浅い場合はそ

の役目を担えない。少林山台6号墳は、極めて浅い堀り

方であり、ほとんど堀り方の機能を発揮していない。こ

の場合は、別の意味を考える必要がある。右島氏は浅い

堀り方について、神保下條古墳群の観察から、「壁石の

基底部を安定的に据え付けることと、あらかじめ決定さ

れていた石室の平面企画を現地に写し取る縄張りの役割

を果たすことが主目的」であると述べている21)。堀り方

が浅いと、石室を強固に構築するために控え積み構造が

重要になってくる。少林山台6号墳は、極めて浅い堀り

方であり、堀り方の機能を発揮していない。この点を重

視すると、右島氏の言う通り、複合構造の堀り方は、堀

り方構造の堀り方とは役割が異なる可能性が高い。その

一方で、少林山台 7 号墳• 9号墳 ・14号墳 ・御部入12号

墳 ・芝宮98号墳など堀り方構造と同様の深さの堀り方を

用いて石室を構築する古墳も存在し、すべてを同一には

扱えない。また、複合構造の古墳において、浅い堀り方

と深い堀り方の古墳に明確な時期差も認められないこと

から、深い堀り方から浅い堀り方に変化して行くとは断

言できない。ここでは、複合構造の掘り方の性質には2

種類あることを指摘するに留める。皿の堀り方と控え積

みの技術を組み合わせて石室を構築する古墳・古墳群と

しては、吉沢峯古墳群、朝日塚古墳、少林山台古墳群、

御部入古墳群、奈良古墳群、追墓古墳、神保下條古墳群

が挙げられる。

(2)古墳群の類型化

次に、古墳群ごとの石室構築法について見てみる。成
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図1 掘り方構造
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立するパターンとしては、単数 （A)と複数 (B)の2

つに大別できる。それぞれ3つに分類可能であるので、

細別すると 6バタ ーン成立する。

単数パターン

A-1……堀り方構造のみで石室を構築する古墳群…

……地蔵山古墳群、根岸山古墳群、蟹沼東古墳群、多田

山古墳群、清里・長久保古墳群、荒砥二之堰古墳群、下

触牛伏古墳群、波志江今宮古墳群、上植木光仙房遺跡古

墳群、書上上原之城遺跡古墳群、西長岡南遺跡古墳群

A-2……控え積み構造のみで石室構築する古墳群…

……田篠古墳群、芝宮古墳群、横瀬古墳群、上田篠古墳

群、秋塚古墳群、空沢古墳群、

A-3……複合構造のみで石室構築する古墳群………

神保下條古墳群、西大室古墳群、奈良古墳群、少林山古

墳群、御部田古墳群

複数パターン

B-1……堀り方構造と控え積み構造で石室構築する

古墳群………白藤古墳群、大室古墳群

B-2……堀り方構造と複合構造で石室構築する古墳

群………奥原古墳群

B-3……控え積み構造と複合構造で石室構築する古

墳群•……••本郷的場古墳群

古墳群の形成時期については、前代の墓制から継続し

て墓域を形成する古墳群と横穴式石室から墓域を形成す

る古墳群の2つに大別できる。

前代の墓制（竪穴式石榔など）から継続して墓域を形

成している古墳群について見てみると、地蔵山古墳群、

峯岸山古墳群、少林山古墳群、波志江今宮古墳群、多田

山古墳群、上植木光仙房遺跡、上横俵遺跡古墳群、白藤

古墳群、西長岡南遺跡古墳群、半田南原古墳群、空沢古

墳群が挙げられる。

横穴式石室導入から墓域を形成する古墳群について見

てみると、清里 ・長久保古墳群、荒砥二之堰古墳群、書

上上原之城遺跡古墳群、下触牛伏古墳群、大室古墳群、

熊の穴遺跡 I• II古墳群、芝宮古墳群、横瀬古墳群、奥
原古墳群、本郷的場古墳群、御部入古墳群、秋塚古墳群、

奈良古墳群が挙げられる。

以上を比較して見てみると、前代の地域的な発展の差

があるものの、地域的には偏る傾向にはない。

(3)小結

控え積み構造の初現期横穴式石室を含む古墳群につい

て見てみる。本郷的場古墳群は、 4基の古墳が調査され

ている。埋葬施設はすべて横穴式石室で、両袖型 3基、

無袖型 1基である。石室構築法は、複合構造の古墳 （的

場A・C・D号墳）と、控え積み構造の古墳（的場E号

墳）がある。本郷的場古墳群中で最古の横穴式石室であ

る本郷的場E号墳は、堀り方を用いずに裏込め被覆の石

組で壁石を補強している （控え積み構造）。 この古墳は、
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初現期横穴式石室であり、この古墳が堀り方を用いない

点は注目に値する。本郷的場古墳群では、その後横穴式

石室が盛行するが、本郷的場古墳群や同一古墳群である

奥原古墳群では、堀り方構造や複合構造で石室を構築し

ている。その後、本郷的場E号墳以外には、控え積み構

造の石室は見あたらず、継続して採用されていない。初

現期横穴式石室の伴う古墳群において、その初現期古墳

にだけ控え積み構造を採用して石室を構築している。同

様な事例としては、大室古墳群が挙げられる。大室古墳

群では、初現期横穴式石室である前二子古墳のみが控え

積み構造で石室を構築している。その後、同一古墳群を

形成する後二子塚古墳・小二子塚古墳は堀り方構造で石

室を構築しており、その技術を連続的に継承していない。

同一集団が石室や古墳を構築しているのならば、控え積

み構造で石室を構築するのが自然な流れであろう 。しか

し、両古墳群とも、控え積みの技術は継続的に採用され

ていない。この点を踏まえて横穴式石室の構築法につい

てまとめてみると、構築技術の変遷は、まず控え積み構

造の技術を持つ集団が初現期横穴式石室を構築する。そ

の後、控え積み構造の技術はダイレクトには継承されず、

前代から継承する技術である堀り方構造で横穴式石室を

構築する。その後、控え積み構造の技術も一般化し、堀

り方構造の技術と融合して複合構造の技術が誕生する。

この点からみて、複合構造は他の構造よりも遅れて導入

されたと考えられる。

4.結語

上野における横穴式石室の構造的検討を行ってきたの

で、ここでその検討結果を整理してみる。控え積み構造

と複合構造の技術は、前代の技術に見られないことから、

自生的に発生したのではなく、横穴式石室の情報と一緒

に伝播してきた技術と考えられる。それは、大型の初現

期横穴式石室が、控え積み構造で石室を構築している点

からも窺える。大型の初現期横穴式石室を含む古墳群を

見てみると、まず控え積み構造で横穴式石室を構築し、

その後に継続する古墳には控え積み構造を採用していな

ぃ。前代から継承する技術である堀り方構造で横穴式石

室を構築している。このことから、大型の初現期横穴式

石室を構築した集団が、単独で存在した可能性が高い。

この集団は、横穴式石室の情報と控え積みの技術をもっ

ていたものと考えられる。その後、横穴式石室の情報は

拡散するが、控え積みの技術はダイレクトには受け継が

れていない。連続する古墳群では、前代から継承する技

術である堀り方構造を用いて、横穴式石室の構築を開始

している。その後、控え積み構造の技術も広く用いられ

るようになり、両方の技術が融合し、新しい技術である

複合構造が誕生していったと考えられる。

以上の点を総合的に判断すると、堀り方構造と控え積



み構造の技術的な差は、地域差ではなく系譜差であると

考えられる。この系譜差は、導入時期に限定されるもの

であり、その後の構造差が集団差を示すかどうかは、裏

込めや床構造、平面プランと構築技術との関係などを含

めて、再度検討する必要があり、今後の課題としたい。

論点が絞れずに煩雑な議論になってしまったが、筆者の

研究の方向性は示せたと思う 。今後は、これらの分析視

点を全国的に展開し、石室構築における構造的な比較研

究に発展していきたいと考えている。
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